
TOPICS、暮らしの情報　ほか

特定健診・がん検診等日程のお知らせ
保健師からの健康アドバイス

表紙◎　「ドキドキ、わくわく一年生」　4/6　北檜山小学校入学式

せたな町「町政執行方針」「教育行政執行方針」「予算」

令和４年度せたな町の決算概要
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第
２
次
せ
た
な
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
下

輝
く
せ
た
な

新
時
代

　
　
　

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

第
１
回
せ
た
な
町
議
会
定
例
会
で
高
橋
町
長
が
示
し
た
、
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
等
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◎
母
子
保
健
施
策

健
診
や
相
談
・
指
導
な
ど
の
事
業

で
母
子
に
寄
り
添
い
、
出
産
・
子
育

て
応
援
給
付
金
給
付
事
業
の
経
済
的

支
援
を
継
続
し
、
新
た
に
産
後
ケ
ア

事
業
を
実
施
し
て
産
後
支
援
の
強
化

を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
、
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。

◎
各
種
が
ん
検
診
及
び
特
定
健
康

診
査多

く
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
、
健
康
相
談
や
健
康
教

育
な
ど
を
通
じ
て
、
健
康
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
と
個
々
の
生
活

習
慣
に
合
っ
た
保
健
指
導
を
実
践
し

ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
へ
の
各
種

予
防
接
種
の
費
用
助
成
を
引
き
続
き

実
施
し
、
個
人
一
人
一
人
の
疾
病
予

防
や
健
康
の
保
持
増
進
が
図
れ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

◎
福
祉
施
策

「
第
２
期
地
域
福
祉
計
画
・
第
２
期

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」

や
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
基
本
に
、

総
合
的
な
保
健
福
祉
・
介
護
予
防
事

業
の
展
開
を
図
り
、
高
齢
者
の
自
立

の
促
進
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
認
知

症
高
齢
者
な
ど
に
優
し
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族

に
対
す
る
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

◎
介
護
施
策

介
護
施
策
に
つ
い
て
は
、
介
護
人

材
確
保
・
育
成
支
援
事
業
及
び
介
護

従
事
者
確
保
・
定
住
対
策
事
業
に
加

え
、
栗
山
町
と
の
自
治
体
包
括
連
携

協
定
に
基
づ
い
た
介
護
人
材
育
成
な

ど
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安

定
的
な
供
給
が
図
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。ま

た
、
瀬
棚
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
送
迎
車
の
更
新
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
や
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
な
ど
、
利
用
者
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

◎
障
が
い
福
祉
施
策

「
第
４
次
障
が
い
者
計
画
・
第
７
期

障
が
い
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
地

域
が
必
要
と
す
る
給
付
や
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
障
が
い
者

を
雇
用
す
る
町
内
事
業
者
へ
の
支
援

と
障
が
い
者
の
就
労
と
社
会
的
自
立

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
利
用
者
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備

し
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援

「
第
２
期
せ
た
な
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
事

業
展
開
を
図
り
ま
す
。

小
学
校
就
学
前
児
童
の
教
育
及
び

保
育
へ
の
支
援
と
し
て
、
引
き
続
き

認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
に
よ
る
質

の
高
い
教
育
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
育
児
相
談
や
保
護
者

同
士
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
子
育

て
家
庭
へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
留
守
家
庭
の
放
課
後
児
童

へ
の
支
援
と
し
て
は
、
学
童
保
育
所

の
充
実
し
た
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
病
院
事
業

地
域
医
療
を
支
え
る
自
治
体
病
院

は
、
住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、

地
域
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
を
使
命
と
し
ま
す
。

地
域
に
必
要
な
医
療
を
継
続
し
て

提
供
す
る
た
め
に
は
、
医
師
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
従
事
者
の
確
保
は
最

重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期

実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
活

用
し
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供

体
制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

当
面
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

医
療
現
場
の
負
担
を
考
慮
し
た
体
制

と
し
、
常
勤
医
師
や
医
療
従
事
者
が

連
携
し
て
診
療
に
あ
た
る
と
と
も
に
、

大
学
病
院
や
民
間
医
療
機
関
か
ら
の

出
張
医
の
応
援
に
よ
り
、
診
療
体
制

を
確
保
し
ま
す
。

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
方
針
や
感
染
状
況

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
予
防
や
感
染

拡
大
防
止
に
努
め
ま
す
。

国
保
病
院
の
改
築
に
つ
い
て
は
、

医
療
面
で
町
民
を
支
え
る
地
域
に
密

着
し
た
病
院
づ
く
り
を
推
し
進
め
る

た
め
、
令
和
９
年
度
の
開
院
を
目
指

し
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

公
立
病
院
の
経
営
改
善
に
向
け
て

は
、「
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
経
営
強

化
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
取
り
組
み

ま
す
。

国
保
病
院
、
診
療
所
及
び
歯
科
診

療
所
が
一
層
連
携
し
、
全
職
員
が
地

域
住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
使
命

を
担
っ
て
い
る
医
療
機
関
の
一
員
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
町
民
か
ら
信

頼
さ
れ
、
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り

良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

地
域
の
魅
力
を
産
業
の
活
力
に
か
え

る
ま
ち

令和６年度　町政執行方針

令
和
６
年
度
の
主
な
事
業

新
規
事
業

次世代型店舗づくり事業

スマート農業支援事業

水産物生産向上事業

高性能林業機械導入支援事業

北檜山生活支援ハウスぬくだまりエアコン設置工事事業

公共施設への太陽光発電導入可能性調査事業

継
続
事
業

町有施設解体事業

草地畜産基盤整備事業

温泉ホテルきたひやま長寿命化改修事業

町道橋長寿命化修繕事業

◎
農
業
施
策

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
第
２

期
せ
た
な
町
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
、
労
働
力
問
題
及
び
生
産
性

の
向
上
を
目
指
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
及
び
ス
マ
ー
ト
農
業
施
設
な
ど

の
導
入
経
費
の
補
助
を
行
い
、
農
作

業
の
省
力
化
や
持
続
可
能
な
農
業
生

産
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
担
い
手
確
保
対
策
と
し
て
、

北
海
道
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

の
活
用
や
産
業
担
い
手
奨
励
金
の
拡

充
を
行
い
、
就
農
相
談
な
ど
の
対
策

を
進
め
な
が
ら
、
新
規
就
農
者
や
後
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継
者
の
担
い
手
確
保
に
努
め
ま
す
。

農
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
町

内
農
産
物
の
品
質
・
収
量
の
安
定
と

向
上
を
図
る
た
め
、「
土
壌
分
析
診
断

事
業
」
に
よ
る
土
づ
く
り
の
推
進
や
、

潮
ト
マ
ト
や
蔬
菜
類
な
ど
の
高
収
益

作
物
の
栽
培
試
験
を
引
き
続
き
実
施

し
、
技
術
支
援
を
行
い
ま
す
。

更
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
設
置
し
た

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、
作
業

の
効
率
化
や
作
物
の
高
品
質
化
の
実

証
試
験
も
実
施
し
、
引
き
続
き
ス
マ

ー
ト
農
業
普
及
に
向
け
た
取
組
を
進

め
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
情
勢

に
よ
り
物
価
の
高
騰
に
加
え
、
飼
料

価
格
は
依
然
高
止
ま
り
傾
向
に
あ
り
、

経
営
の
厳
し
さ
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
町
営
牧
場
の
更
な
る
利
用
促

進
を
図
り
、
畜
産
農
家
の
経
営
コ
ス

ト
低
減
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
草
地

畜
産
基
盤
整
備
事
業
」
を
継
続
し
て

実
施
し
、
自
給
飼
料
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

◎
農
業
・
農
村
整
備
事
業

水
田
用
水
に
つ
い
て
は
、
基
幹
施

設
で
あ
る
真
駒
内
ダ
ム
の
適
正
な
管

理
の
た
め
「
基
幹
水
利
施
設
管
理
事

業
」
を
引
き
続
き
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
安
定
的
な
営
農
飲
雑
用
水

供
給
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、「
瀬

棚
地
区
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備
事

業
」
の
調
査
・
計
画
事
業
に
着
手
し
、

令
和
７
年
度
の
事
業
採
択
に
向
け
進

め
ま
す
。

更
に
、
新
規
事
業
と
し
て
集
中
豪

雨
に
対
応
し
、
排
水
機
能
を
回
復
さ

せ
る
た
め
「
東
大
里
幹
線
排
水
路
補

修
工
事
」
の
実
施
や
、
不
陸
や
目
地

破
損
の
発
生
に
よ
り
漏
水
が
進
ん
で

い
る
愛
知
地
区
に
お
い
て
「
農
業
水

路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業
」

を
活
用
し
用
水
路
機
能
の
強
化
を
行

い
、
生
産
基
盤
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

◎
林
業
施
策

林
業
施
策
に
係
る
財
源
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
一
般
民
有

林
の
施
業
に
つ
い
て
は
、「
豊
か
な
森

づ
く
り
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
伐
採

後
の
確
実
な
造
林
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
除
間
伐
や
下
刈
及
び
低
質
材

の
運
搬
経
費
補
助
な
ど
、
森
林
所
有

者
の
負
担
軽
減
や
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
り
ま

す
。町

有
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
期
の

森
林
を
計
画
的
に
伐
採
及
び
造
林
す

る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
資
源
の
循
環

利
用
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
北
部
桧
山
森
林
組
合
が
新

た
に
取
り
組
む
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
用

チ
ッ
プ
加
工
に
必
要
な
高
性
能
林
業

機
械
導
入
経
費
に
支
援
す
る
な
ど
、

限
り
あ
る
森
林
資
源
の
有
効
活
用
に

努
め
ま
す
。

近
年
、
有
害
鳥
獣
の
個
体
数
増
加

に
よ
り
、
農
林
産
物
な
ど
の
被
害
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
狩
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
助
成

を
行
う
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
捕
獲

奨
励
金
や
猟
友
会
に
対
す
る
捕
獲
活

動
報
償
金
の
支
援
の
拡
充
を
図
る
ほ

か
、
農
林
水
産
省
の
「
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
交
付
金
」
を
活
用
し
、

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
及
び
人
材
育
成
に

努
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
、

効
果
的
な
駆
除
に
努
め
ま
す
。

◎
漁
業
施
策

前
浜
資
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
「
ウ
ニ
資
源
増
殖
事
業
」

に
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
本
年
度

か
ら
「
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
海
面
養

殖
試
験
事
業
」
が
事
業
化
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
養
殖
経
営
基
盤
の
安
定
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
支

援
し
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
経
営
の
規
模
拡
大
や

新
た
な
漁
法
に
取
り
組
む
漁
業
者
に

対
し
、
施
設
整
備
に
係
る
経
費
の
補

助
を
行
い
、
生
産
基
盤
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

更
に
、
檜
山
沿
岸
６
町
に
よ
る
広

域
連
携
事
業
と
し
て
取
り
組
む
ニ
シ

ン
や
ナ
マ
コ
の
種
苗
放
流
や
「
サ
ケ

の
資
源
増
大
対
策
事
業
」
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

水
産
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
ア
ワ
ビ
の
中
間
育
成
や
ナ
マ

コ
の
種
苗
生
産
、
供
給
を
行
う
こ
と

で
、
前
浜
資
源
の
維
持
と
漁
業
者
の

経
営
安
定
に
向
け
た
支
援
に
努
め
ま

す
。漁

港
・
港
湾
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
瀬
棚
港
修

築
事
業
は
も
と
よ
り
、
上
架
施
設
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
取
替
工
事
や
「
水
産

物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業
」
に
よ

り
、
施
設
の
適
切
な
整
備
と
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
貴
重
な
漁
業
資
源
で
あ
る

サ
ク
ラ
マ
ス
や
秋
サ
ケ
の
増
殖
を
図

る
た
め
に
は
、
河
川
環
境
の
整
備
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
設
砂
防

ダ
ム
な
ど
の
堤
体
の
切
り
下
げ
を
関

係
機
関
に
引
き
続
き
要
望
し
ま
す
。

◎
商
工
観
光
施
策

商
工
事
業
者
の
経
営
体
質
の
改
善

を
図
る
た
め
、
商
工
会
に
対
す
る
運

営
補
助
や
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金

融
資
事
業
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
資
金
へ
の
利
子
補
給
を
継

続
し
て
実
施
し
、
顧
客
の
利
便
性
向

上
や
環
境
へ
配
慮
し
た
店
舗
の
改
修

な
ど
、
新
た
に
「
次
世
代
型
店
舗
づ

く
り
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

活
動
に
支
援
を
行
い
、
町
内
で
の
起

業
と
定
住
の
促
進
を
引
き
続
き
図
り

ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
観
光
協

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
せ
た
な

３
大
イ
ベ
ン
ト
の
助
成
を
行
い
、
観

光
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
に
引
き

続
き
努
め
ま
す
。

ま
た
、
今
金
町
と
の
２
町
連
携
に

よ
る
渡
島
地
域
半
島
振
興
広
域
連
携

促
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

２
町
の
農
水
産
物
を
活
用
し
た
新
た

な
特
産
品
の
開
発
を
行
い
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
な
ど
食
を
通
じ
た

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

本
年
11
月
に
30
年
目
を
迎
え
る
温

泉
宿
泊
施
設
の
「
温
泉
ホ
テ
ル
き
た

ひ
や
ま
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
お
客
様

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
コ
ス
ト
削
減

を
図
る
と
と
も
に
、
長
寿
命
化
改
修

事
業
に
よ
る
施
設
改
修
を
行
い
適
正

な
運
営
と
施
設
管
理
に
努
め
ま
す
。

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
昨
年
５
月
に
有
望
な
区

域
と
し
て
指
定
を
受
け
た
檜
山
沖
の

促
進
区
域
指
定
に
向
け
、
取
り
組
み

ま
す
。

近
年
の
大
雨
洪
水
や
猛
暑
な
ど
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
影
響
に
伴
う
気
候

変
動
対
策
で
は
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
に
よ
り
、
再
エ
ネ
発
電
設
備

の
導
入
や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を

進
め
、
国
が
目
標
と
す
る
２
０
３
０

年
温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減
や

２
０
５
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
は
民
間
事
業
者
の
協
力
が

不
可
欠
な
た
め
、
再
エ
ネ
発
電
設
備

な
ど
の
導
入
促
進
に
引
き
続
き
支
援

し
ま
す
。

自
然
を
守
り
、
安
全
に
す
ご
せ
る

ま
ち

令和６年度　町政執行方針

◎
上
下
水
道
事
業

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
5

年
度
に
調
査
設
計
を
実
施
し
た
松
岡

地
区
の
水
源
井
戸
新
設
工
事
と
瀬
棚

市
街
地
の
配
水
管
更
新
工
事
を
実
施

し
、
水
道
水
の
安
定
供
給
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
各
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
を
図
り
、「
安
心
、
安
全
な

水
の
確
保
」、「
安
定
し
た
水
の
供
給
」

及
び
「
健
全
経
営
」
に
努
め
ま
す
。

熱
源
供
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
各

施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、

安
定
し
た
温
泉
の
供
給
を
図
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
処
理

場
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

基
づ
き
、
大
成
浄
化
セ
ン
タ
ー
及
び

北
檜
山
下
水
処
理
場
の
改
築
更
新
工

事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
下
水
処

理
施
設
な
ど
の
適
切
な
維
持
管
理
を

実
施
し
ま
す
。

漁
業
集
落
排
水
施
設
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
太
櫓
地
区
の
排

水
処
理
施
設
の
更
新
工
事
を
実
施
し
、

安
定
し
た
汚
水
処
理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
上
下
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て
は
、
令
和
6
年
度
よ
り
特
別
会

計
か
ら
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る
公

営
企
業
会
計
に
移
行
し
、
経
営
・
資

産
な
ど
状
況
の
正
確
な
把
握
、
弾
力

的
な
経
営
を
行
い
、
今
後
も
持
続
可

能
な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

◎
環
境
衛
生

地
域
の
良
好
な
環
境
を
保
つ
た
め
、

ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
に
努
め
、「
資

源
ご
み
回
収
奨
励
金
交
付
事
業
」
を

引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
北
部
桧

山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
に
お
け
る
ご

み
の
分
別
に
よ
る
更
な
る
資
源
回
収

率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
資
源
ご
み

の
無
料
化
を
令
和
６
年
10
月
か
ら
実

施
い
た
し
ま
す
。
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ま
た
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
施
設
な
ど
が
未
整
備
の
地
域
に
お

け
る
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

合
併
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を
図
る
た

め
、
設
置
費
の
補
助
を
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
に

つ
い
て
は
、
最
終
処
分
地
造
成
工
事

及
び
浸
出
水
処
理
施
設
改
修
工
事
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

◎
消
防
・
防
災
体
制

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
の
更
新
や
大
成
支
署
の

消
防
指
令
車
を
更
新
し
、
消
防
力
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
維
持
管
理
を
適
切

に
行
う
と
と
も
に
、
消
防
職
員
及
び

団
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
災
害

な
ど
へ
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

強
化
に
努
め
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
日
本

各
地
で
様
々
な
自
然
災
害
が
発
生
し

て
い
る
状
況
か
ら
、
災
害
発
生
時
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
各
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
や
備
蓄
品
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

地
域
全
体
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
自
主
防

災
組
織
に
対
す
る
支
援
を
積
極
的
に

行
い
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
連

携
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

◎
河
川
の
整
備

一
級
河
川
後
志
利
別
川
に
つ
い
て

は
、
内
水
被
害
対
策
と
し
て
河
道
掘

削
な
ど
の
実
施
に
つ
い
て
継
続
し
て

国
に
要
請
す
る
ほ
か
、
北
海
道
管
理

河
川
の
太
櫓
川
、
真
駒
内
川
、
ト
ン

ケ
川
、
う
ぐ
い
川
の
改
修
工
事
が
引

き
続
き
実
施
の
予
定
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
事
業
が
早
期
完
成
と
な
る
よ
う

今
後
も
道
に
対
し
て
強
く
要
請
し
ま

す
。

こ
の
ほ
か
、
過
去
に
内
水
被
害
を

も
た
ら
し
た
河
川
に
つ
い
て
は
、
適

正
な
維
持
管
理
を
関
係
機
関
に
引
き

続
き
要
請
し
ま
す
。

ま
た
、
町
が
管
理
す
る
河
川
に
つ

い
て
は
、
河
川
災
害
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
準
用
河
川
最
内
川
及
び

普
通
河
川
弓
山
川
、
湯
の
尻
川
の
河

道
掘
削
を
進
め
る
と
と
も
に
、
中
の

沢
川
に
お
い
て
は
、
河
道
断
面
を
確

保
し
流
下
能
力
を
向
上
す
る
た
め
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◎
交
通
安
全
・
防
犯
・
消
費
者
対

策
交
通
安
全
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

交
通
安
全
運
動
に
対
す
る
関
係
機
関
、

団
体
及
び
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
昨
年
11
月
に
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
７
０
０
日
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
街
頭
啓
発
や
交

通
安
全
教
育
な
ど
の
取
組
を
推
進
し
、

町
民
一
人
一
人
の
交
通
安
全
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や
団

体
と
連
携
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
す
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

の
特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
、
迷
惑
電
話
防
止
機
能
が

つ
い
た
電
話
機
な
ど
の
購
入
に
対
す

る
補
助
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
公
共
施
設
へ
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
事
件
事
故
の

早
期
解
決
と
犯
罪
へ
の
抑
止
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
連
携
し
、
犯
罪
の
な
い

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

消
費
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
複
雑

か
つ
多
様
化
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
防
止
す
る
た
め
、
被
害
防
止

の
啓
発
強
化
や
消
費
者
相
談
窓
口
の

一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町

民
の
消
費
生
活
に
お
け
る
安
全
と
安

心
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
町
有
施
設
の
解
体

町
有
施
設
の
解
体
に
つ
い
て
は
、

周
辺
環
境
に
配
慮
し
、
老
朽
化
し
た

大
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
、
用
途
を
終
え
た
町
営
住
宅
を
解

体
し
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず

周
辺
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

空
家
対
策
と
し
て
、
特
定
空
家
な
ど

の
解
体
に
対
す
る
助
成
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

◎
広
域
的
な
幹
線
道
路
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

快
適
な
住
環
境
の
整
備
を
図
り
定

住
を
推
し
進
め
る
ほ
か
、
物
流
の
促

進
、
観
光
振
興
、
高
次
医
療
機
関
へ

の
救
急
車
両
に
よ
る
搬
送
な
ど
を
考

慮
し
、
広
域
的
な
幹
線
道
路
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

国
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域

経
済
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

地
域
高
規
格
道
路
「
渡
島
半
島
横
断

道
路
」
の
整
備
促
進
や
国
道
２
２
９

号
・
２
３
０
号
の
適
正
な
道
路
網
の

整
備
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
引
き

続
き
要
請
し
ま
す
。

道
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
北
檜

山
大
成
線
の
都
地
区
歩
道
整
備
や
新

成
地
区
な
ど
の
狭
隘
箇
所
の
改
良
事

業
の
推
進
を
は
じ
め
、
緊
急
時
に
２

次
及
び
３
次
医
療
圏
へ
の
搬
送
道
路

と
な
る
八
雲
北
檜
山
線
の
落
石
防
止

対
策
な
ど
が
早
期
に
完
成
す
る
よ
う

関
係
機
関
に
引
き
続
き
要
請
し
ま
す
。

町
道
橋
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
、

町
道
栄
石
濁
川
線
雲
内
橋
補
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

町
道
は
町
民
に
身
近
な
道
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
路
面
の
補
修
や
排
水

整
備
及
び
除
雪
な
ど
こ
れ
ま
で
同
様

に
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
本
年

度
か
ら
「
町
道
浮
島
線
の
防
雪
柵
整

備
」
を
実
施
し
ま
す
。

◎
快
適
な
住
環
境
の
整
備

「
町
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
徳
島
団
地
の
長
寿
命
化
改

善
事
業
に
着
手
す
る
ほ
か
、
住
宅
状

況
に
応
じ
た
補
修
を
実
施
し
な
が
ら

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
移
住
定
住
人
口
の
確
保
な

ど
を
目
的
と
し
た
「
移
住
定
住
促
進

住
宅
奨
励
事
業
」
や
良
質
な
賃
貸
住

宅
の
供
給
を
促
進
す
る
た
め
の
「
賃

貸
住
宅
整
備
促
進
支
援
事
業
」
を
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を

目
指
す
た
め
、
せ
た
な
町
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
及
び
各
事
業
者

と
連
携
・
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
実
証
運
行
事
業
な
ど
に

よ
り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
探

り
、
効
率
的
か
つ
利
便
性
を
高
め
る

公
共
交
通
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
教
育

教
育
委
員
会
と
の
連
携
の
も
と
、

基
礎
学
力
の
定
着
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
教
育
や
体
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
、
更
に
は
道

徳
教
育
、
外
国
語
教
育
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
持
ち
、
夢
と
希
望
を
抱
き
な
が

ら
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
、
自
ら
学

ぶ
意
欲
が
育
ま
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。ま

た
、
地
域
全
体
が
潤
い
と
活
力

に
満
ち
た
豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
民

一
人
一
人
が
自
己
の
充
実
や
心
身
の

健
康
と
潤
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
主
体
的
に
学
び
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◎
地
域
の
活
性
化

町
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
せ
た
な
町
地
域
活

動
等
推
進
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

を
図
り
、
町
内
会
な
ど
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に

向
け
た
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
せ
た
な
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、

昨
年
開
設
し
た
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
、

更
な
る
町
民
の
利
便
性
の
向
上
と
情

報
発
信
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

出
会
い
や
結
婚
を
望
ん
で
い
る
町

内
の
独
身
の
方
に
、
新
た
な
出
会
い

と
交
流
の
場
を
提
供
す
る
「
出
会
い

の
広
場
」
を
継
続
し
て
開
催
す
る
こ

と
で
、「
結
婚
」
に
結
び
つ
く
た
め
の

き
っ
か
け
と
な
る
「
出
会
い
」
を
提

供
し
、
地
元
に
住
み
続
け
た
い
意
欲

の
高
揚
と
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
令
和
元
年
度
に
友
好
交
流

都
市
協
定
を
結
ん
だ
愛
知
県
豊
山
町

と
は
、
産
品
交
流
や
学
校
交
流
な
ど
、

引
き
続
き
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
便
利
さ
を
実
感
で
き
る

ま
ち

学
び
や
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
ま

ち

み
ん
な
の
創
意
工
夫
が
光
る
ま
ち

北檜山小学校と豊山小学校の
オンライン交流授業の様子
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◉一般会計
町の会計の中心をなすもので、行政運営の基本的な
経費が組まれている会計

◉特別会計
一般会計に対して、特定の事業を区別して別に処理
するための会計

■令和６年度通常予算が成立しました

　令和６年度の予算が 3 月議会で認められ、一般会計 93 億 3,862 万 9
千円（前年度通常予算と比べ６億 6,699 万１千円、7.7％の増額）をま
ちづくりの経費としてスタートすることになりました。
　今まで同様、事務の見直しをはじめ、様々な改革に取り組み、町の
規模にあった財政運営を進めます。

令和６年度

予算

項　　　目 内　　　容

収
入

町税 町民税、固定資産税、軽自動車税など

使用料・手数料 公共施設等の使用料、各種証明手数料など

繰入金 積み立てている基金から使われる財源など

分担金・負担金
特定の利益を受けた（受ける）人からの負
担金など

地方交付税
地方公共団体の財政力に応じて、国税から
一定の基準により配分される財源

町債 国や銀行などからの借入金

国庫支出金・道支
出金

特定の事業に対して国や北海道から交付さ
れる財源

地方譲与税等
国が徴収した特定の税目の税収を一定の基
準により譲与される財源など

その他 土地・建物貸付収入、前年度の繰越金など

特別会計 予算額等
国民健康保険事業 11億4,990万1千円
後期高齢者医療 1億8,139万5千円
介護保険事業 11億7,694万6千円
介護サービス事業 6,490万5千円
風力発電事業 2,511万5千円

収入 支出
収益的収支 4億6,424万6千円 4億164万円
資本的収支 1億7,114万8千円 2億3,711万8千円

収入 支出
収益的収支 5億5,251万6千円 5億4,360万4千円
資本的収支 3億6,767万円 3億7,249万8千円

収入 支出
収益的収支 11億82万5千円 11億82万5千円
資本的収支 1,080万7千円 2,875万円

企業会計 予算額等
簡易水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

項　　　目 内　　　容

支
出

公債費 借入金の返済にかかる経費

人件費 職員の給料、議員報酬等など

扶助費
高齢者・児童・心身障がい者などに行って
いる様々な支援に要する経費

普通建設事業費
道路・学校などの公共施設の新増設事業を
行う経費など

補助金
各団体に対する助成金や一部事務組合への
負担金

物件費 旅費・需用費・役務費など

維持補修費 道路や河川などの維持的な経費

その他 特別会計への繰出金や基金への積立金など

◉企業会計
事業収入を主な財源として、独立採算の原則により特定の事業を経理する会計
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「
学
び
や
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
ま
ち
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
標
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

第
１
回
せ
た
な
町
議
会
定
例
会
で
小
板
橋
教
育
長
が
示
し
た
、
せ
た
な
の
教
育
の
目
指
す
姿
と
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◎
学
校
経
営

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
や
家
庭
環
境
が
急
激
に
変
化
す
る

な
か
、
複
雑
化
・
困
難
化
し
て
い
る

教
育
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見

守
り
、
互
い
に
信
頼
関
係
を
保
ち
な

が
ら
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
中
心
と
な
る
学
校
、
子
育
て
の
基

盤
と
な
る
家
庭
、
人
間
性
や
社
会
性

を
身
に
付
け
る
場
と
な
る
地
域
が
、

互
い
に
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
外

部
の
声
を
学
校
運
営
に
積
極
的
に
反

映
し
、
地
域
と
協
働
し
て
子
ど
も
た

ち
を
育
む
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
支
援

し
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校
の
連
携

な
ら
び
に
、
中
学
校
と
檜
山
北
高
等

学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
継
続
し

て
進
め
ま
す
。

◎
教
育
課
程

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
き
、「
確
か
な
学
力
」、

「
豊
か
な
心
」、「
健
や
か
な
体
」
を
育

む
教
育
課
程
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
編
成

す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
学

力
・
体
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
、

本
町
が
有
す
る
豊
か
な
自
然
・
歴
史

・
文
化
を
学
ぶ
ふ
る
さ
と
教
育
や
職

場
体
験
な
ど
を
通
し
て
自
分
の
生
き

方
や
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
価
値
あ
る
文
化
財

学
校
教
育
の
推
進

・
郷
土
資
料
を
学
校
教
育
で
も
有
効

に
活
用
し
ま
す
。

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
そ
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
が
世
界
や
地
域
社
会
に
目
を
向

け
、
向
き
合
い
、
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
、

学
校
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会

を
創
り
出
す
「
社
会
に
開
か
れ
た
教

育
課
程
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

◎
学
習
指
導

「
確
か
な
学
力
の
向
上
と
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

の
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
確
か
な
学
力
を
向
上

さ
せ
、
将
来
に
わ
た
り
「
学
び
に
向

か
う
力
」
を
定
着
さ
せ
る
と
同
時
に
、

１
人
１
台
端
末
を
有
効
に
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
に
興
味
を

持
ち
、
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
基
礎

学
力
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
た
め
の

学
習
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
と
し
て
全
校
児
童
・
生
徒
に

昨
年
度
導
入
し
た
学
習
用
ソ
フ
ト
の

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
有
効
に
活
用
す
る
な

ど
、
学
校
で
の
学
習
の
み
な
ら
ず
家

庭
学
習
の
充
実
の
た
め
の
条
件
整
備

を
図
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
望
ま
し

い
生
活
習
慣
の
定
着
と
授
業
改
善
を

学
力
向
上
の
両
輪
と
し
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

小
学
校
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
に
よ
り
、
論
理
的
思
考
力
や
創
造

性
、
問
題
解
決
能
力
の
育
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
の
英
語
力
の
よ
り
一
層
の
充
実

と
向
上
を
図
る
た
め
、
外
国
語
指
導

助
手
や
英
語
指
導
助
手
を
全
て
の
小

中
学
校
に
派
遣
し
ま
す
。

◎
総
合
的
な
学
習
の
時
間

身
近
な
自
然
環
境
や
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
、
地
域

人
材
を
活
用
し
た
体
験
活
動
、
外
国

語
指
導
助
手
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

た
異
文
化
交
流
等
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
国
内
外
で
２
０
５
０
年
ま

で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目

指
す
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
内
に
あ
る
風
力
発
電
施
設
を

積
極
的
に
活
用
し
た
学
習
の
場
を
提

供
し
ま
す
。

◎
道
徳
教
育

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
に
向
け

て
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
に

学
校
全
体
と
し
て
授
業
改
善
と
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
参
観
日
等
で

の
道
徳
の
授
業
公
開
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
版
道
徳
教
材
「
き

た
も
の
が
た
り
」
を
道
徳
の
授
業
に

活
用
す
る
な
ど
、
せ
た
な
町
で
開
業

し
地
域
に
貢
献
し
た
荻
野
吟
子
女
史

の
信
念
を
貫
い
た
力
強
く
魅
力
的
な

生
き
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
命
を
大

切
に
す
る
心
や
思
い
や
り
の
心
な
ど

豊
か
な
心
を
育
む
た
め
の
道
徳
教
育

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◎
生
徒
指
導

管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
全
教
職
員
に
よ
る
生
徒
指
導
体

制
と
組
織
的
な
対
応
を
図
る
と
と
も

に
、
保
護
者
や
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
教
育
相
談
、
家
庭
訪

問
な
ど
を
実
施
し
、
実
態
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
に
関
わ

る
現
状
や
問
題
点
な
ど
を
真
摯
に
捉

え
て
、
小
中
学
校
、
保
護
者
や
関
係

機
関
等
と
連
携
の
も
と
に
迅
速
な
対

応
に
努
め
ま
す
。

ま
た
「
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
学
校
等
に
派
遣
す
る
ほ
か
不
登
校

の
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
る
教
室
や

保
護
者
を
対
象
と
し
た
交
流
会
の
実

施
な
ど
、
不
登
校
等
の
課
題
を
抱
え

る
児
童
生
徒
や
、
そ
の
保
護
者
に
対

す
る
心
の
ケ
ア
、
指
導
・
助
言
等
の

支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ

い
て
は
危
険
性
と
適
切
な
使
い
方
を

子
ど
も
た
ち
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
ま

す
。

◎
健
康
・
安
全
教
育

学
校
に
お
い
て
は
、
運
動
の
楽
し

さ
や
喜
び
を
実
感
さ
せ
、
積
極
的
に

運
動
に
取
り
組
む
意
欲
や
態
度
を
育

て
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
実
生
活
に
即
し
た
肥
満
防

止
、
体
力
増
強
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
に
係
る
適
正
な
管
理
が
図
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

食
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
で
の
給

食
指
導
、
学
校
栄
養
教
諭
に
よ
る
食

に
関
す
る
指
導
や
、
家
庭
へ
の
啓
蒙

・
連
携
な
ど
を
通
し
て
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の

定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
全
て
の
食

　ふるさとの未来を創る、せたなを愛し、
潤いと活力ある人間性豊かな人を育むた
めに、本町の環境を生かし、地域社会の
連携による各種教育施策の推進に取り組
みます。

令和６年度　教育行政執行方針
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材
を
せ
た
な
産
で
賄
う
給
食
の
日
を

設
定
し
、
積
極
的
に
地
場
産
物
を
利

用
し
た
給
食
の
提
供
を
す
る
な
ど
、

食
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
地
域
へ
の

愛
着
を
醸
成
す
る
指
導
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

安
全
教
育
に
つ
い
て
は
、
不
審
者
、

交
通
事
故
な
ど
か
ら
児
童
生
徒
が
主

体
的
に
安
全
な
行
動
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
警
察
な
ど
と
連
携
を

図
り
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
各
種
教

室
を
開
催
し
、
危
機
対
応
能
力
な
ど

を
身
に
つ
け
る
安
全
指
導
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
防
災
教
育
と
し
て
関
係
機

関
と
連
携
し
た
「
一
日
防
災
学
校
」

を
充
実
さ
せ
、
児
童
生
徒
に
対
し
い

つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
へ
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
特
別
支
援
教
育
の
充
実

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
へ
の
特
別
支
援
教
育
は
と
て
も

重
要
な
も
の
で
あ
り
、
せ
た
な
町
特

別
支
援
連
携
協
議
会
や
せ
た
な
町
教

育
支
援
委
員
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
、
小
中
高

等
学
校
と
関
係
機
関
が
連
携
し
な
が

ら
児
童
生
徒
の
適
切
な
支
援
・
指
導

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・

学
習
支
援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
発
達
特
性
に
応
じ
た
て
い

ね
い
な
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
幼
児
教
育

認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
か
ら
小

学
校
へ
の
学
び
の
連
続
性
を
維
持
す

る
た
め
、
小
学
校
体
験
入
学
や
交
流

学
習
を
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
年
間
指
導
計
画
に
位
置
づ
け
る

な
ど
、
幼
児
教
育
の
充
実
に
努
め
ま

す
。そ

の
ほ
か
、
外
国
語
に
慣
れ
親
し

む
た
め
に
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所

に
外
国
語
指
導
助
手
を
派
遣
し
ま
す
。

◎
教
職
員
の
資
質
向
上

教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質
・
能

力
を
高
め
る
研
修
を
充
実
さ
せ
、
教

育
公
務
員
と
し
て
の
誇
り
と
生
き
が

い
を
持
つ
教
員
を
養
成
す
る
た
め
、

町
教
育
研
究
会
等
の
活
動
の
充
実
や

各
種
研
修
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

促
進
し
ま
す
。
と
り
わ
け
教
職
員
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
教
育
活
用
の
た
め
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
研
修

会
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
教
職
員
の
心
身
の
健
康

保
持
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
を
実
施
し
、
働
き
や
す
い
、

風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
を
支
援

し
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
が
不
祥
事
に
よ
っ

て
地
域
社
会
か
ら
の
信
頼
を
失
う
こ

と
の
な
い
よ
う
教
育
公
務
員
と
し
て

の
自
覚
を
促
す
と
と
も
に
、
体
罰
や

交
通
違
反
等
の
不
祥
事
防
止
、
法
令

遵
守
に
よ
る
服
務
規
律
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

◎
教
育
環
境
の
整
備

令
和
６
年
度
は
、
瀬
棚
中
学
校
体

育
館
外
壁
改
修
工
事
の
ほ
か
、
令
和

５
年
度
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
児
童

生
徒
の
命
や
健
康
を
守
る
た
め
の
教

育
環
境
の
整
備
と
し
て
、
各
小
中
学

校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
は
、

高
圧
機
器
更
新
工
事
及
び
事
務
室
等

へ
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
緊
急
性
や
重
要
性
を

考
慮
し
な
が
ら
教
育
施
設
の
安
全
な

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
修
学
旅
行
の
保
護
者
負
担

軽
減
の
た
め
令
和
３
年
度
よ
り
中
学

校
で
利
用
す
る
貸
切
バ
ス
の
全
額
を

支
援
す
る
「
修
学
旅
行
貸
切
バ
ス
支

援
補
助
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
小
学
校
に
つ
い
て
も
本
年
度
よ

り
実
施
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進

◎
乳
幼
児
教
育

幼
児
期
に
人
格
形
成
の
基
礎
を
育

む
た
め
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
整
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
と
連
携
し
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

親
子
交
流
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や

研
修
を
進
め
、
体
制
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

◎
青
少
年
教
育

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
通
じ
て
、
連
帯
感
・
協
調
性
・
社

会
適
応
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目

的
に
「
自
然
体
験
事
業
」
や
「
ふ
る

さ
と
学
習
」
の
ほ
か
、
小
学
校
低
学

年
を
対
象
と
し
た
「
英
会
話
教
室
」

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
人
材
を
活
用
し

た
学
校
運
営
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。

◎
成
人
教
育

成
人
期
は
、
社
会
人
と
し
て
家
庭

や
地
域
、
職
場
な
ど
で
中
心
的
な
役

割
と
責
任
を
担
う
時
期
で
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習

機
会
の
提
供
や
、
気
軽
に
参
加
で
き

る
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る

た
め
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
事
業
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

◎
高
齢
者
教
育

高
齢
者
が
健
康
で
元
気
に
生
き
が

い
を
持
っ
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
「
高

齢
者
大
学
」
を
中
心
と
し
て
、
多
様

な
学
習
機
会
の
提
供
や
異
世
代
交
流

事
業
並
び
に
学
習
活
動
の
支
援
充
実

に
努
め
ま
す
。

◎
読
書
活
動
の
推
進

「
せ
た
な
町
子
ど
も
の
読
書
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
、
幼
児
期
か
ら
の
読

書
活
動
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

各
学
校
へ
学
校
図
書
室
支
援
員
を
派

遣
し
、
学
校
図
書
室
の
環
境
を
充
実

さ
せ
、
読
書
習
慣
の
推
進
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
各
図
書
施
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
蔵
書
資
料
の
充
実
や
図
書
館

支
援
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
よ
り
、
読

書
活
動
の
推
進
を
図
り
、
町
民
に
親

し
ま
れ
る
図
書
施
設
と
し
て
よ
り
良

い
運
営
に
努
め
ま
す
。

◎
芸
術
・
文
化

町
民
が
心
豊
か
に
、
創
造
的
で
文

化
的
な
生
活
が
営
め
る
よ
う
「
文
化

講
演
会
」
の
開
催
や
、
芸
術
鑑
賞
機

会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
日
常
的
な
文
化
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
文
化
団
体
や

サ
ー
ク
ル
な
ど
と
連
携
し
た
文
化
祭

開
催
の
ほ
か
、
芸
術
鑑
賞
事
業
実
行

委
員
会
や
郷
土
芸
能
団
体
等
へ
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
誰
も
が
気
軽

に
参
加
や
活
動
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

本
町
の
貴
重
な
文
化
財
や
郷
土
資

料
に
つ
い
て
は
、
学
芸
員
に
よ
る
適

正
な
保
護
・
保
存
に
努
め
る
と
と
も

に
、
定
期
的
な
展
示
会
や
資
料
を
活

用
し
た
各
種
事
業
を
開
催
し
、
文
化

財
の
公
開
と
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

健
康
づ
く
り
を
目
的
に
し
た
包
括

連
携
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
の
基
礎

を
培
う
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
実
感
で
き
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
ほ
か
、
プ
ロ
の
選
手
や
チ
ー
ム
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
を

実
施
し
、
体
力
・
技
術
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
を

令和６年度　教育行政執行方針

対
象
と
し
た
各
種
水
泳
教
室
や
水
中

歩
行
講
座
を
実
施
す
る
な
ど
、
プ
ー

ル
施
設
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
事
業

を
進
め
ま
す
。

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
ク
ラ
ブ
や
指
導
者
会
と
連

携
し
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め

る
と
と
も
に
、「
水
に
賢
い
子
ど
も
を

育
む
年
間
型
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

実
施
し
、
地
域
の
身
近
な
教
育
資
源

を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進

や
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
着
衣
泳

の
実
施
な
ど
「
水
辺
の
安
全
」
に
関

す
る
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

◎
社
会
教
育
・
社
会
体
育
施
設
の

整
備令

和
６
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園

グ
ラ
ン
ド
の
改
修
工
事
に
よ
る
環
境

整
備
や
、
令
和
５
年
度
の
強
風
被
害

で
倒
壊
し
た
夕
陽
が
丘
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
休
憩
所
の
設
置
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

施
設
の
管
理
運
営
に
関
し
、
町
民

の
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
重

要
な
活
動
拠
点
と
し
て
、
緊
急
性
や

重
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校

と
連
携
し
た
「
地
域
づ
く
り
支
援
実

習
受
入
事
業
」
の
内
容
充
実
や
今
後

の
事
業
拡
大
を
目
指
し
、
大
学
と
の

相
互
協
力
協
定
の
締
結
に
向
け
て
進

め
ま
す
。
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◉健全化判断比率

　実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公

債費比率及び将来負担

比率の四つの財政指標

の総称です。

◉実質赤字比率

　せたな町の普通会計

を対象とした実質赤字

額の標準財政規模に対

する比率です。

◉連結実質赤字比率

　公営企業会計を含む

せたな町の全会計を対

象とした実質赤字額又

は資金の不足額の標準

財政規模に対する比率

です。

◉実質公債費比率

　せたな町の全会計及

び一部事務組合（北部

桧山衛生センター組合

など）が負担する元利

償還金及び準元利償還

金の標準財政規模を基

本とした額に対する比

率です。

◉将来負担比率

　せたな町の全会計、

一部事務組合、第三セ

クター（温泉ホテルき

たひやま）が将来負担

すべき実質的な負債の

標準財政規模に対する

比率です。

◉標準財政規模

　標準的な税収入額と

地方道路譲与税などの

交付金に地方交付税を

加えた額で、標準的な

行政サービスを行うた

めの一般財源の規模を

示す金額です。

◉資金不足比率

　せたな町の特別会計

である病院事業や簡易

水道事業などの各公営

企業の営業収益（料金

収入など）と事業規模

とを比較した比率で、

経営状況の深刻度を表

す指標です。

健全化判断基準
　令和４年度決算に基づくせたな町の「健全化判断比率」及び「資金不足比率」は、

事務事業の見直しや起債の繰上償還などの取り組みにより、財政非常事態宣言中の平

成 21 年度と比較すると実質公債費比率で 11％減の 8.5％、将来負担比率は 108.3％か

ら改善され 0％となりました。

総務省のホームページには全国版の健全化判断比率等（確報値）が掲載されています。

（令和 5 年 11 月 28 日報道資料）

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01zaisei07_02000388.html

せたな町の財政を年収 350 万円の家庭に例えてみました

公営企業資金不足比率 区分 資金不足額・剰余金 資金不足比率

病院事業 法適用
（財務規程のみ）

11 億 8,988 万円 ー

簡易水道事業

法非適用

308 万円 ー

公共下水道事業 127 万円 ー

漁業集落排水事業 10 万円 ー

風力発電事業 685 万円 ー

経営健全化基準

20.00％

※法とは…「地方公営企業法」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑不足額が無いため

率はありません

用 語 明説

健全化判断比率� Ｒ 3年度 Ｒ 4年度 増減

実質赤字比率 － － －

連結実質赤字比率 　－ 　－ 　　－

実質公債費比率 8.7％ 8.5％ △ 0.2％

将来負担比率 － － －

早期健全化基準 財政再生基準

14.56％ 20.00％

19.56％ 30.00％

25.00％ 35.00％

350.00％



9
Setana Public Relations
広報せたな　令和６年５月号

 歳入
　　　前年度に比べ 3 億 9,805 万円の増

　歳入の決算額は 97 億 160 万円で、前年度比＋ 4.3％、3 億

9,805 万円の増額となりました。

　　　歳入の 78.3％は「依存財源」

　歳入に占める「依存財源」の割合は78.3％（前年度比1.7％減）

となっています。「地方交付税」は 52 億 1,141 万円で、前年

度に比べ 8,329 万円の増となりました。「国庫支出金」は 1,661

万円の減となる 9 億 6,989 万円で、「町債」は 6,650 万円の増

となる 6 億 6,770 万円。「依存財源」全体では前年度に比べ 1

億 5,580 万円の増額となりました。

　　　「自主財源」は、2 億 4,225 万円の増

　「依存財源」に対し「自主財源」は、21 億 792 万円で前年

度に比べ 2 億 4,225 万円の増額となりました。「寄附金」は前

年度に比べ 1 億 4,390 万円の増額で、これは主にふるさと応

援寄附金の増額によるものです。

 歳出
　　　前年度に比べて全体で 4 億 4,530 万円の増

　歳出の決算額は 93 億 8,618 万円で、前年度比＋ 5％、4 億

4,530 万円の増額となりました。

　　「義務的経費」が全体の 36.3％を占める

　借入金返済の「公債費」が前年度に比べ 207 万円の増、議

員報酬や職員給与費である「人件費」は 6,432 万円の減、国

の法律などに基づいて支出する「扶助費」は 1 億 634 万円の

減となり、これらの「義務的経費」は歳出全体の 36.3％（前

年度比 3.7％減）となっています。

　　　「その他の経費」は 1,169 万円の減

　「その他の経費」では、産業振興、福祉・医療などを充実

させる助成金や一部事務組合（消防・衛生センター）への負

担金、新型コロナウイルス感染症関連の各種補助金などの「補

助費」5,536 万円の増、「積立金」は産業振興基金の積立など

により 3 億 6,786 万円となり、「その他の経費」総額で 1,169

万円の減となりました。

　　　「投資的経費」は大雨災害にかかる災害復旧により増

　「投資的経費」の普通建設事業費では、大成町民センター

長寿命化改修事業などの大型事業により前年度に比べ 2 億

6,951 万円の増、災害復旧事業費では、令和 4 年 6 月及び 8

月に発生した大雨災害にかかる災害復旧により 3 億 5,607 万

円の増となりました。

区　分 金　額 構成比

依存財源 75 億 9,368 万円 78.3％

地方譲与税等 3 億 5,473 万円 3.7％

地方交付税 52 億 1,141 万円 53.7％

国庫支出金 9 億 6,989 万円 10.0％

道支出金 3 億 8,995 万円 4.0％

町債 6 億 6,770 万円 6.9％

自主財源 21 億���792 万円 21.7％

町税 8 億 3,285 万円 8.6％

分担金・負担金 1 億 4,723 万円 1.5％

使用料・手数料 1 億 7,750 万円 1.8％

財産収入 8,036 万円 0.8％

寄附金 3 億　446 万円 3.2％

繰入金 2 億 7,545 万円 2.8％

繰越金 1 億 7,132 万円 1.8％

諸収入 1 億 1,875 万円 1.2％

合　　　計 97 億　160 万円 100.0％

区　分 金　額 構成比

義務的経費 34 億　764 万円 36.3％

公債費 11 億 4,888 万円 12.2％

人件費 14 億 9,054 万円 15.9％

扶助費 7 億 6,822 万円 8.2％

その他の経費 43 億 2,428 万円 46.1％

補助費 15 億 4,198 万円 16.4％

繰出金 10 億 2,724 万円 11.0％

物件費 10 億 4,100 万円 11.1％

積立金 3 億 6,786 万円 3.9％

維持補修費 3 億 3,744 万円 3.6％

貸付金・出資金 876 万円 0.1％

投資的経費 16 億 5,426 万円 17.6％

普通建設事業費 12 億 9,348 万円 13.8％

災害復旧事業費 3 億 6,078 万円 3.8％

合　　　計 93 億 8,618 万円 100.0％

Point

※「普通会計」という区分は、毎年総務省が全国の自治体を対象
に行う地方財政状況調査（通称「決算統計」）の会計区分です。
会計の構成や範囲は各自治体によってさまざまで財政比較や統一
的な掌握が難しいため、統計上このような統一的区分が設けられ
ています。

令和４年度せたな町の決算概要
　令和４年度の「普通会計」の決算がまとまりましたのでお知らせします。
　平成 20 年４月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）が施行され、地方公共団体
は毎年度、実質的な赤字や、外郭団体を含めた実質的な将来負担などを表す指標（健全化判断比率）と、公営
企業ごとの資金不足額を表す指標（資金不足比率）を議会に報告し、公表をしています。

Point

Point

Point

Point

Point

Point



10
Setana Public Relations

広報せたな　令和６年５月号

総務課職員厚生係

山
やまざき

崎 佳
か の ん

音（せたな町）

　この度、総務課へ配属とな
りました山崎と申します。地
元であるせたな町の発展に少
しでも貢献できるよう精一杯
頑張ります。よろしくお願い
いたします。

税務課課税係

平
ひ ら の

野 桜
さ く ら

花（せたな町）

　はじめまして。この度、税
務課に配属になりました平野
桜花です。
　慣れないことばかりで緊張
していますが精一杯頑張りま
す。よろしくお願いします。

保健福祉課保健推進係

小
こ で ら

寺 美
み ゆ う

優（札幌市）

　これから保健福祉課で保健
師として勤務します。まだま
だせたな町について知らない
ことが多いですが、１日でも
早く町民の皆さんの顔と名前
を覚え、健康増進に貢献でき
るよう頑張ります。よろしく
お願い致します

保健福祉課介護保険係

西
にしかわ

川 芽
め い

愛（せたな町）

　保健福祉課介護保険係の西
川芽愛です。地元であるせた
な町で働かせていただけるこ
と、とても光栄に思います。
不慣れなことが多々あります
が、町民の皆様のために精一
杯働きますのでどうぞよろし
くお願いいたします。

せたな町
新採用職員の

ご紹介
令和６年４月１日付採用

せたな町訪問看護ステーション

訪問看護係

中
なかやま

山 有
ゆ か

加（函館市）

この度、４月よりせたな町
訪問看護ステーションで勤務
させていただいております。
勉強することが多々あります
が精一杯頑張ります。どうぞ
よろしくお願い致します。

所　属

氏 名（出身）

　一言ご挨拶

令和６年能登半島地震災害への支援状況
　本年１月１日に発生した令和６年能登半島地震の被災地への支援状況についてお知らせします。

義援金
　◎せたな町　　　１００万円
　　檜山町村会を通じて２月９日に石川県へ送金しました。

　◎町内４施設に設置の募金箱　１７２，０７９円
　　　直接お寄せいただいた方や団体様のものを含め集計し、３月 29 日に

　　　石川県令和６年能登半島地震災害義援金口座へ送金し、寄付させていただきました。

石川県珠洲市へ職員派遣 ６人（令和６年１月 23 日から３月 12 日の期間）

　　　主な支援内容：避難所巡回・管理業務、窓口業務支援、コールセンター業務

建設水道課　建築係

岡本　浩司

　今回、檜山管内７町の職員が交代で支援のお手伝いをすることになり、私は３月７日から 12

日まで第 15 班として石川県珠洲市へ支援に行って来ました。現地での業務内容は珠洲市役所

内でコールセンター業務を行い、４人（神戸市、せたな町から各 2 人）で 1 日平均 130 件の問

い合わせに対応しました。主に市民の方からで、これからの支援や補助に関するもの、罹災証

明の発行に関するもの、水道の復旧などライフラインに関するものでした。

　また、県外からも親族や知人と連絡を取りたいとの問い合わせもありました。問い合わせの

あった市民から「どこから支援に来てくれたんですか？」と聞かれることもあり「北海道です」

と答えると「遠くから大変ですね、ありがとう」とご自身が大変な状況なのにこちらを気遣っ

て下さいました。

　水道は一部復旧している地域もありますが、下水道の復旧が追い付いていないため、結局水

道が使えないという状況が続いています。ライフラインが止まってしまうということは本当に

不便になってしまうことを感じました。私は北海道南西沖地震当時、小学生でしたのであまり

覚えていませんが、今回被災地の現状を目の当たりにし、普段の何気ない生活が幸せなこと、

いつ起こるかわからない災害に対し、対策をきちんとすることが大切だということを改めて感

じました。この度の能登半島地震で被災された皆さまの 1 日も早い復興を願っています。

3/7 から 3/12 まで

石川県珠洲市へ派遣

これからも被災地を支援してまいりますので、町民皆さまのご協力をお願いいたします。

引き続き募金箱を

設置し募金の受付を

継続しております
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「水に賢い子どもを育む年間型プログラム」活動報告

　７月７日には育てる漁業体験塾との共同事業でヒラメとマツカワ
の生態や飼育方法について学び、教室に水槽を設置し６尾のヒラメ
を飼育しました。育てたヒラメは、スパゲッティタグと呼ばれる標
識を打ち、10 月 27 日に瀬棚港で実施の標識放流に併せて、４千尾
のヒラメと共に児童の手で放流しました。また 11 月 10 日には試食
体験としてヒラメの漁法やさばき方の説明を受けた後、ヒラメとマ
ツカワのフライを試食しました。
　２月 26 日に、１年間のまとめとして関係者の前で「まとめ発表会」
を実施、「川・森・海」の３グループに分かれパソコンを使って発
表しました。発表を聞いた３人の２年生も興味を示し、来年度実施
の事業を楽しみにしている様子でした。

　北檜山区の髙橋洋平さん、妻の佐和子さんが経営する
有限会社高橋畜産が「日本ＳＰＦ豚協会総合生産成績」
２年連続最優秀賞、また「日本ＳＰＦ豚協会商品化頭数」
最優秀賞を受賞し、同協会が実施する審査において、全
国で 100 を超える認定農場の中から２冠を獲得するとい
う快挙を成し遂げました。
　同農場で飼育するＳＰＦ豚は、通常より１か月早い約
５か月間で体重 120 ｋｇ程に成長させ出荷します。成長
が早いと肉がより柔らかくなり、また、特定の病気や人
に関係する病気を持っていないため、安心して美味しく
食べることができるとのことです。そのためＳＰＦ豚に
認定されるには毎年厳しい審査を受ける必要があります。
　現在、お二人のほかに「せたな共同作業所ふれんど（瀬
棚区）」から実習生が週２回清掃や消毒作業を行っていま
すが、これからは後継者の育成が必要と考え、農場の敷
地内に新設している研修施設に全国から研修生の受け入
れを積極的に行い、後継者育成に力を入れていきたい。
これからもＳＰＦ豚を継続して生産していきたい。と力
強く語っていただきました。

　瀬棚小学校の３・４年生が令和５年６月９日から令和
６年２月 26 日にかけて「総合的な学習の時間」を利用
し、育てる漁業体験塾との共同事業でヒラメ飼育などの
学習を行いました。この事業は児童が水に親しみ、自然
を大切にする心を育てることを目的に行われているもの
です。
　６月 23 日に瀬棚区馬場川に住む生き物の生態調査を
行い、多くの生物を観察、生態について学びました。

高橋畜産が２年連続「総合生産成績最優秀賞」を受賞

みつわ食堂の「せたなカレー」がカレーアイランド北海道スタンプラリーで優勝！

　３月 13 日（水）、カレーアイランド北海道スタンプ
ラリー２０２３で、優勝したみつわ食堂（北檜山区）
を経営する尾野敏史さん（写真右）に対し、せたな観
光協会　松本年弘会長から賞状が伝達されました。
　これは、北海道ご当地カレーエリアネットワークが
主催し、令和５年４月 29 日から 10 月 31 日の期間、
開催されたイベント「カレーアイランド北海道スタン
プラリー２０２３　参加者が選ぶ一押し店舗部門」で
全道 74 店舗の参加の中から優勝に輝いたものです。
選ばれた「せたなカレー」は具材の豚肉やホタテなど
「せたな町産の素材」を使用して提供され、お客さん
にも大好評となっており、町外からも食べに来て下さ
る方が多いとのことです。
　松本会長からは「ご当地カレーで優勝できたことは
とても誇らしい。この優勝を機に各地から食べに来て
くれることを願います。」と話し、尾野さんは、「とて
も良い企画なので、沢山の飲食店が参加しイベントを
盛り上げてほしい。今後も続けて参加していきたい。」
と語っていただきました。

髙橋佐和子さん、長男の弘一さん、髙橋洋平社長
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宅地分譲地のお知らせ

■分譲地の概要
◯所在地　　　【川沿地区】　　　　せたな町北檜山区北檜山 131 番地 10　ほか

　　　　　　　　【夕陽が丘地区】　　せたな町瀬棚区本町 900 番地 26　　　ほか
◯分譲区画数　【川沿地区】　　　　３区画（302.14 ㎡～ 326.52 ㎡）

　　　　　　　　【夕陽が丘地区】　　８区画（319.58 ㎡～ 495.62 ㎡）
◯分譲価格　　【川沿地区】　　　　土地代１㎡あたり 9,600 円（坪あたり 31,680 円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　※�土地代のほかに下水道負担金として１㎡あたり 300 円を負担
していただきます。

　　　　　　　　【夕陽が丘地区】　　土地代１㎡あたり 8,000 円（坪あたり 26,446 円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　※�土地代のほかに下水道負担金として建物１戸につき 90,000 円

を負担していただきます。
◯分譲地の環境　　　　　　　　　　上下水道、道路、排水路などは整備済み

■区画毎の面積・価格
【川沿地区】

区画番号 所　　在 面　　　積 土地価格 下水道負担金 分譲価格

④ 北檜山 131-10 325.74 ㎡（��98.53 坪） 3,127,104 円 97,700 円 3,224,804 円

⑦ 北檜山 131-13 326.52 ㎡（��98.77 坪） 3,134,592 円 97,900 円 3,232,492 円

⑫ 北檜山 131-18 302.14 ㎡（��91.39 坪） 2,900,544 円 90,600 円 2,991,144 円

【夕陽が丘地区】

区画番号 所　　在 面　　　積 土地価格 下水道負担金 分譲価格

① 本町 900-26 319.58 ㎡（��96.67 坪） 2,556,640 円 90,000 円 2,646,640 円

② 本町 864-6 404.08 ㎡（122.23 坪） 3,232,640 円 90,000 円 3,322,640 円

③ 本町 864-13 426.09 ㎡（128.89 坪） 3,408720 円 90,000 円 3,498,720 円

④ 本町 864-12 396.94 ㎡（120.07 坪） 3,175,520 円 90,000 円 3,265,520 円

⑤ 本町 864-18 376.87 ㎡（114.00 坪） 3,014,960 円 90,000 円 3,104,960 円

⑥ 本町 864-17 495.62 ㎡（149.92 坪） 3,964,960 円 90,000 円 4,054,960 円

⑦ 本町 864-16 430.36 ㎡（130.18 坪） 3,442,880 円 90,000 円 3,532,880 円

⑧ 本町 864-7 396.70 ㎡（120.00 坪） 3,173,600 円 90,000 円 3,263,600 円

　現在、北檜山区（川沿地区）と瀬棚区（夕陽が丘地区）において、町有地を活用し定住促進を
目的とした宅地分譲を行っています。
　また、町では町内に住宅を新築する場合に、移住定住促進住宅奨励事業（町内業者による住宅
新築 100 万円）による奨励金の交付も行っていますので、是非この機会に併せてご検討ください。
　なお、詳細につきましては町ホームページでご確認いただくか、建設水道課管財係までお問い
合わせ下さい。

■申込要領
◯申込要件　　①せたな町在住または在住予定者の方に限ります。

　　　　　　　　②�自己が居住する専用住宅（これに附属する車庫・物置）を建築すること。
　　　　　　　　③�公共的団体等が専用する社宅等（これに附属する車庫・物置）を建築すること。
　　　　　　　　④建築期限は、契約の日から５年以内に建築すること。
　　　　　　　　⑤土地代金支払方法は、分割または一括払いとする。
　　　　　　　　⑥その他
　　　　　　　　�※�５年以内に建築されない場合は、土地代金の 10％を賠償金として徴収し土地を買

い戻します。
◯申込期間　　申込みは、随時受付しております。
◯決定方法　　先着順とさせていただきます。
◯その他　　　①所有権移転登記は、土地代金完納後に町が行います。

　　　　　　　　②契約及び所有権移転登記に伴う費用は、買受人の負担となります。
　　　　　　　　③�土地売買契約後の宅地の維持管理は、買受人が行うこととなります。
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■分譲地区画図

【川沿地区】

【夕陽が丘地区】

建設水道課　管財係　　　　　　　  　　　 ☎ 0137-84-5114（直通）問 い 合 わ せ 先

N

至　島牧村　　　　国道229号　　　至　北檜山区

夕陽が丘団地

至　本町８区

至　せたなクリーンセンタ－

分譲地内道路

やすらぎ館

夕陽が丘公園

シマダ薬局せたな店

瀬棚
診療所

⑥ ⑦
⑤

③② ④ ⑧

①
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デ
コ
活
ア
ク
シ
ョ
ン
「
太
陽
光

発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
入
れ
る
」

今
回
は
デ
コ
活
ア
ク
シ
ョ
ン
一
覧
に

記
載
さ
れ
て
い
る
、「
ひ
と
り
で
に
Ｃ
Ｏ

２
が
下
が
る
」
ア
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、

「
太
陽
光
発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
入
れ
る
」
を
紹
介
し
ま
す
。

自
宅
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
入
れ
る
考
え
方
は
大
き
く
分
け
て
二

つ
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
目
に
「
再
エ
ネ

電
力
へ
の
切
り
替
え
」
が
あ
り
ま
す
。

「
再
エ
ネ
電
力
へ
の
切
り
替
え
」
と
は
、

小
売
電
気
事
業
者
が
提
供
す
る
「
再
エ

ネ
電
気
プ
ラ
ン
」
を
選
ぶ
こ
と
で
、
太

陽
光
や
風
力
で
発
電
さ
れ
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
気
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
す
。「
再
エ
ネ
電
気
プ
ラ
ン
」

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
が

実
質
０
に
な
る
ほ
か
、
発
電
設
備
を
設

置
し
な
く
と
も
契
約
を
切
り
替
え
る
だ

け
で
再
エ
ネ
が
利
用
で
き
る
点
や
、
電

気
自
動
車
な
ど
を
購
入
す
る
場
合
、
再

エ
ネ
１
０
０
％
電
気
の
契
約
を
条
件
に

環
境
省
か
ら
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
点

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
の
取
組
方
法
と
し
て
は
、
自

宅
の
屋
根
や
空
い
た
土
地
な
ど
に
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
方
法
で
す
。

自
宅
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
す

れ
ば
、
毎
月
の
光
熱
費
の
削
減
や
蓄
電

池
と
組
み
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
地
震
や

台
風
な
ど
の
災
害
時
に
停
電
し
た
場
合

で
も
、
蓄
電
池
に
貯
め
た
電
力
を
使
う

ゼロカーボン
せたな

こ
と
が
で
き
ま
す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

通
常
の
購
入
方
法
の
ほ
か
に
も
、
Ｐ
Ｐ

Ａ
方
式
や
リ
ー
ス
な
ど
「
初
期
費
用
０

円
」
で
導
入
で
き
る
方
法
も
あ
り
ま
す

の
で
、
自
宅
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
ぜ
ひ
検
討
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

新
た
な
太
陽
電
池
「
ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
太
陽
電
池
」
に
つ
い
て

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
、
次
世
代
型

太
陽
電
池
で
あ
る
「
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

太
陽
電
池
」
の
実
用
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
既
存
の
も
の
と
比
べ
、

軽
く
て
柔
軟
で
あ
り
製
造
コ
ス
ト
も
低

く
、
広
い
面
積
が
な
く
と
も
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
設
置
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
的
に
普
及
す
る
の
は
ま
だ
先
の
話

で
す
が
、
も
っ
と
簡
単
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
可
能
に
な
る
日
も

近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第 15 回

出典：デコ活サイト

https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/action/

出典：資源エネルギー庁 Web サイト

（（出典）積水化学工業株式会社）

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/

johoteikyo/perovskite_solar_cell_02.html

出典：環境省

https://www.env.go.jp/content/000129514.pdf

ゼロカーボンせたな公式ロゴマーク
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空室あります！

申込先　建設水道課住宅係　　　　　　　　☎ 0137-84-5114( 直通 )
　　　　大成支所産業建設係　　　　　　　☎ 01398-4-5511
　　　　瀬棚支所産業建設係　　　　　　　☎ 0137-87-3311

※入居資格や提出書類については、町のホームページまたは担当にお問い合わせ下さい。

町営住宅等の入居者募集

□町営住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額

徳島団地 北檜山 1-9(3F) H13 79.99 ㎡ ３LDK 24,700 ～ 36,800 円

〃 〃 1-12(3F) H13 79.99 ㎡ ３LDK 24,700 ～ 36,800 円

川沿団地 〃 4-384(3F) H9 78.55 ㎡ ３LDK 24,100 ～ 36,000 円

豊岡高台団地 〃 B-54 S44 43.48 ㎡ ３DK 4,400 ～ 6,500 円

役場前Ａ団地 大成 41 H4 64.62 ㎡ ３LDK 15,200 ～ 22,700 円

みやこの丘団地 〃 あじさい棟101 H9 64.17 ㎡ ２LDK 18,200 ～ 27,100 円

〃 〃 あじさい棟102 H9 64.17 ㎡ ２LDK 18,200 ～ 27,100 円

下宮野団地 〃 185 H3 60.52 ㎡ ３LDK 13,300 ～ 19,800 円

あかしや団地 瀬棚 03-102 H3 69.49 ㎡ ３LDK 17,000 ～ 25,400 円

夕陽が丘団地 〃 07-202 H7 77.62 ㎡ ３LDK 21,900 ～ 32,600 円

〃 〃 08-103 H8 74.82 ㎡ ３LDK 21,300 ～ 31,700 円

□特定公共賃貸住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額

みやこの丘団地 大成 つつじ棟 206 H12 64.17 ㎡ ２LDK 36,000 ～ 56,000 円

都いさりび団地 〃 7-102 H7 47.20 ㎡ １LDK 24,000 ～ 32,000 円

□町有住宅

団地名 地区 住宅番号 建設年度 面積 型別 家賃の額

大成町有住宅 大成 旧医師 14 S62 126.64 ㎡ ３LDK 22,300 円

申込期間：４月 25 日（木）～５月 17 日（金）

法
テ
ラ
ス

八
雲
通
信

■
今
回
は
、
遺
産
分
割
に
つ
い
て

の
豆
知
識
を
、
い
く
つ
か
ご
紹
介

し
ま
す
。

■
遺
言
書
が
あ
る
場
合
で
も
、
相

続
人
全
員
の
合
意
で
、
遺
言
書
と

異
な
る
遺
産
分
割
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

遺
言
書
を
、
わ
ざ
と
隠
し
た
り
廃

棄
し
た
り
し
て
は
ダ
メ
で
す
。
相

続
権
が
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
し
、

刑
事
罰
が
課
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

■
遺
産
分
割
に
限
り
ま
せ
ん
が
、

債
務
の
分
割
協
議
が
ま
と
ま
っ
て

も
、
債
権
者
に
対
し
て
は
、
そ
の

承
諾
が
な
い
限
り
、
法
定
相
続
分

と
異
な
る
分
割
を
主
張
で
き
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、「
全
財
産
及
び
債

務
を
Ａ
さ
ん
が
相
続
す
る
」
と
遺

産
分
割
協
議
が
ま
と
ま
っ
た
と
し
て

も
、
債
権
者
は
、
債
務
が
法
定
相

続
分
で
分
割
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

請
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

■
遺
産
分
割
に
限
り
ま
せ
ん
が
、

法
定
相
続
分
を
超
え
る
相
続
分
に

つ
い
て
は
、
登
記
や
登
録
な
ど
対

抗
要
件
を
具
備
し
な
い
と
、
相
続

人
等
以
外
の
者
に
主
張
で
き
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
法
定
相
続
分
を
超

え
て
不
動
産
を
相
続
し
た
場
合
に
、

登
記
を
怠
っ
て
い
る
と
、
他
の
相
続

人
の
債
権
者
に
差
し
押
さ
え
ら
れ

た
と
き
に
、
法
定
相
続
分
を
超
え

る
相
続
分
を
主
張
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

■
令
和
５
年
４
月
か
ら
、
遺
産
分

割
を
し
な
い
ま
ま
相
続
開
始
後
10

年
が
経
過
し
た
と
き
は
、
公
平
な

分
割
よ
り
も
迅
速
な
分
割
を
優
先

さ
せ
る
趣
旨
の
法
改
正
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
裁
判
所
は
、
相
続
開

始
後
10
年
経
過
の
申
立
に
対
し
て

は
、遺
言
書
や
法
定
相
続
分
に
従
っ

て
遺
産
分
割
の
判
断
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
場
合
、
被

相
続
人
の
財
産
の
維
持
・
増
加
へ

の
貢
献
分
の
考
慮
や
、
生
前
贈
与
・

遺
贈
な
ど
の
考
慮
が
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
も
、
遺

産
分
割
を
含
め
た
各
種
法
律
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一

定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て

は
、
３
回
ま
で
の
無
料
法
律
相

談
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
少

し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法

テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎

０
５
・
３
３
８
３
・
８
３
６
６
）」

ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

「
遺
産
分
割
あ
れ
こ
れ
」

法
テ
ラ
ス

八
雲
法
律
事
務
所

　
　
　
　
　
　

弁
護
士

是
永

克
巳

　
　
　
　
　
　
　

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）
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栄養成分 (１人分 )
エネルギー：58kcal/ たんぱく質：3.7g
脂質 2.5g/ 炭水化物：6.2g
塩分：1.4 ｇ / 糖質：4.4g

　山菜の１つのウド、部位ごとに楽しみ方が様々です。緑がかったウドを ｢山ウド」、暗いところで
光を当てずに栽培される真っ白いウドを「軟白ウド」と呼びます。シャキシャキとした歯ごたえと
独特の香りと酸味があり、好き嫌いが分かれますがアクセントとして最適です。
塩分を排出する働きがあるカリウムや老化予防、生活習慣病予防など期待されます。

今月のレシピ　５月の旬　【ウド】 担当は
　管理栄養士 米川美里　です

・作り方・
　①　豚肉を千切りにする。酒をふりかけておく。
　②　ウドは皮を剥き、千切りにする。水に 10 分程さらす。
　③　人参は皮を剥き、たけのこ、こんにゃく、椎茸と一緒に千切りにする。えのきは、石づき部分を切り、
　　　横半分に切り、石づきに近い部分は手でほぐす。ごぼうは、千切りにして、水に軽くさらしてアクを
　　　抜き、水気を切る。
　④　鍋に出汁を入れ火にかけ沸騰直前に②、③を入れて、沸騰したら①を入れて、アクをすくいながら食
　　　材に火を通す。
　⑤　④に醤油、みりん、食塩を入れて味をみる。火を止め、水で溶いた片栗粉を入れて混ぜ、火をつけしっ
　　　かり混ぜる。
　⑥　最後に胡椒を入れて、盛り付けるときにねぎを添えたら完成。

【沢煮椀（さわにわん）】４人分

・豚肉      ５０ｇ

・ウド      ２０ｇ

・ごぼう     ２０ｇ

・たけのこ（水煮）２０ｇ

・えのき     ２０ｇ

・人参      ２０ｇ

・こんにゃく   １０ｇ

・椎茸       ８ｇ（2 枚）

・ねぎ     ６ｇ

・出汁(昆布)   5０0ml

・醤油     １０ｇ(大さじ 1/2)

・みりん    ３ｇ(小さじ１/2)

・酒      ３ｇ(小さじ 1/2)

・食塩     ３ｇ(小さじ 1/2)

・片栗粉     ５ｇ

・水       １０g

・胡椒        少々

「沢」という字には「沢山の」という意味があります！
　様々な肉や野菜を入れてアレンジしてみてください。

担当は担当は担当は
　管理栄養士　管理栄養士　管理栄養士 米川美里　米川美里　米川美里　ですですです

『５月 1７日は高血圧の日です』
世界高血圧デーである 5月 17 日を日本高血圧学会が ｢高血圧の日 ｣に制定しました。せたな町

の健康課題の 1つにも高血圧が挙げられます。高血圧は食事と密接に関係しており、「減塩」や「脱
塩」をすることで、高血圧予防へつながります。

☆減塩とは・・・食事を作る際の薄味や塩分が多い食材を控え、体内に入れる塩分を減らすことです。

・酸味 (酢や柑橘系 )や香辛料、ハーブやスパイスなどの香りをプラスすることで薄味をカバーできます。

・インスタント出汁より、昆布やかつおなど自然なものから出汁を取って利用することで、旨みを感じられ

ます。

・とろみをつけることで、食材に絡み合い薄味でもしっかり味を感じられます。

☆脱塩とは・・・体内にある余分な塩分を体外へ排出することです。

・塩分 (ナトリウム )の排出を促すカリウムを摂りましょう。ただし、腎臓に疾患がある場合、摂取量に注

意が必要です。

・食物繊維を食事に取り入れましょう。腸内の塩分や糖やコレステロールを包み込み、排出を促す働きがあ

ります。

健康に長生きするためにも日頃の食生活を振り返り、減塩や脱塩する生活を意識してみませんか？

・インスタント出汁より、昆布やかつおなど自然なものから出汁を取って利用することで、旨みを感じられ・インスタント出汁より、昆布やかつおなど自然なものから出汁を取って利用することで、旨みを感じられ

・塩分 (ナトリウム )の排出を促すカリウムを摂りましょう。ただし、腎臓に疾患がある場合、摂取量に注・塩分 (ナトリウム )の排出を促すカリウムを摂りましょう。ただし、腎臓に疾患がある場合、摂取量に注
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●せたな町健康センター 　☎０１３７－８４－５９８４( 直通 )
●瀬棚支所　　　　　　　 ☎０１３７－８７－３３１１
●大成支所 　　　　　　　☎０１３９８－ 4 －５５１１

健診申込・健康相談などは

　各保健師まで

今月の担当は

髙森　優希 です

保健師からの健康アドバイス

令和６年度の特定健診・がん検診等の
日程が決まりました！

【受診項目】
★特定健診（身体計測、問診、血圧測定、診察、尿検査、心電図、眼底検査、血液検査）メタボリックシンドロームの状態
を早期に発見し、生活習慣病を予防するための健診です。
　※せたな町国民健康保険加入者（40 ～ 74 歳以下）、後期高齢者、生活保護受給者が対象です。
　※社会保険加入者はお問い合わせください。
★健康づくり健診（身体計測、問診、血圧測定、診察、尿検査、血液検査）生活習慣病の予防や早期発見のために健康診断
を受ける機会がない若年層を対象に実施しています。
　※ 39 歳以下の方が対象です

　令和６年度の特定健診・がん検診等の日程が決まりましたのでお知らせします。すでに終了した検診（健診）
もありますが、まだまだ受診の機会はあります。町のホームページでも日程や受診項目の確認ができます。今
後の検診（健診）日程が近くなりましたら、回覧や町公式ＬＩＮＥで詳細をお知らせする予定です。受診を希
望される方は、保健福祉課保健推進係へお申し込み下さい。

【総合健診日程】

【乳がん子宮がん検診日程】

場　　　　所 日　　　時 実施機関

瀬棚保健センター １０月１８日（金）

せたな町健康センター １０月１９日（土）

大成町民センター １０月２０日（日）

北海道対がん協会
札幌がん検診センター

【乳子宮がんバスツアー検診】

令和７年１月２７日（月）
無料送迎バスで「札幌がん検診センター」へ

　行き、日帰りで検診を受診できます。　

北海道
対がん
協会

【受診項目】
・乳がん検診（マンモグラフィ検査）
・乳房超音波検査
※ 49 歳以下の方を対象ん検診のオプション
　として実施しています。
・子宮がん検診（細胞診）
・子宮超音波検査（経膣エコー）

　多くのがんは初期症状がほぼなく、がん検診を定期的に受けなければ、早期発見はしづらいものです。
　また、特定健診に関しても同様で、自覚症状がないために発見が遅れたり、知らない間に数値が悪化してい
たなんてこともあります。
　日本人の死因の約５割は生活習慣病で、その半数はメタボリックシンドローム関連疾患です。生活習慣病を
改善せずに放置すると、動脈硬化を進行させ心臓病や脳卒中、その他重大な合併症（糖尿病であれば、人工透
析など ･･･）を引き起こす可能性があります。
　年に１度は自分の体の状態を知り、生活の質を向上させるためにも、健康診断を受けましょう。

【特定健診、健康づくり健診の血液検査の内容】
・脂質検査（中性脂肪、LDL コレステロール、
　　　　　　HDL コレステロール）
・血糖検査（空腹時血糖、HbA1c、）
・肝機能検査（GOT、GPT、γ -GTP）
・貧血検査（赤血球、ヘモグロビン、
　　　　　　ヘマトクリット）
・腎機能検査（血清クレアチニン、eGFR）
・胃がん検診（バリウム検査）
・肺がん検診（肺 X線検査）
・大腸がん検診（便潜血検査）
・前立腺がん検診（血液検査）
・血中ピロリ菌検査（血液検査）
・肝炎ウイルス検査（血液検査）
・エキノコックス症検査（血液検査）・エキノコックス症検査（血液検査）

                                                                                                                                                                                                                                         

　　

　  

場　　　　所 日　　　時 実施機関

終了しました ４月２０日（土）

終了しました ４月２１日（日）

令和７年 １月 １８日（土）

令和７年 １月 １９日（日）

７月１7日（水）

７月１8日（木）

７月１9日（金）

１１月２３日（土）

 丹羽活性化センター
（水仙パレス）

１１月２４日（日）

７月２７日（土）

７月２８日（日）

４月２８日（日）

９月２９日（日）

長磯生活改善センター ４月２９日（月・祝）

せたな町健康センター
北海道　　　

対がん協会

せたな町民
ふれあいプラザ JA北海道　　

厚生連

　若松基幹集落センター　　
（イエローパレス）

瀬
棚

瀬棚保健センター

大
成

大成町民センター

北
檜
山

北海道　　　
対がん協会
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　４月２日（火）檜山北高等学校部活動有志に
よる丹羽地区市街地国道沿いのゴミ拾いを行い
ました。道路の脇にまだ雪が残る寒い日でした
が、陸上競技部、女子バスケットボール部、バ
ドミントン部、美術部、吹奏楽局、野球部の生
徒 40 人が参加しました。
　この活動は、日頃地域の方に支えられている
お礼として生徒たちが実施したものです。綺麗
になった国道に、地域の方からも温かい言葉を
かけていただき、生徒たちの表情も輝いていま
した。

　３月９日（土）せたな町民ふれあいプラザで「サ
クソフォンカルテットによるアプレミディコンサー
ト」（主催：せたな町民芸術鑑賞事業実行委員会）
が開催されました。
　このコンサートはせたな町出身で、北海道教育大
学岩見沢校に在学中の青木紗樹里さん（写真右から
２人目）が、『地元の皆さんに音楽の魅力を伝えた
い。気軽に演奏を楽しんでほしい。』と同校で音楽
を学んでいる３人と共に来町し開催したものです。
　当日は１００名を超える観客が集まり、柔らかな
四重奏のハーモニーに耳を傾けていました。

　３月 24 日（日）せたな町民ふれあい
プラザで「春一番！津軽三味線 津軽手
踊り 民謡フェスティバル！」（主催：せ
たな町民芸術鑑賞事業実行委員会）が開
催されました。
　町内出身歌手の道高むつ子さんをはじ
め、道内、青森県出身の８人が子どもか
らお年寄りまで楽しめる曲を三味線や尺
八、民謡や手踊りで披露し、約１８０人
の観客を魅了しました。

　せたな開催のサッカー大会であるハマトカップが
３月２・３日と９・10 日にそれぞれせたな町民体育
館と瀬棚Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館にて開催されま
した。２・３日開催の小学生 6年生以下の部では全
16 チームが参加し高学年ながらの素晴らしいプレー
で会場を沸かせていました。９・10 日には小学生４
年生以下・２年生以下が開催され、延べ 20 チームが
参加し、ボールを追いかけ頑張る選手に大きい声援
が上がっていました。
　また、４年生以下の部ではせたなジュニアＦＣが
予選・決勝トーナメントを制し、見事地元優勝を果
たしました。
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　４月２日（火）、株式会社高橋建設せたな本店（専
務取締役本店長　坂下正治氏　写真左）から新入学
児童へ記念品が贈呈されました。
　これは、毎年高橋建設が社会貢献の一環として
行っている取り組みで、文房具と交通安全グッズが
小板橋教育長に手渡されました。
　この記念品は、４月６日（土）に行われた町内各
小学校の入学式で新入学児童に渡されました。

　４月６日（土）、北檜山ライオ
ンズクラブ（橋本一夫会長）がせ
たな警察署の協力のもと、新入学
児童へ記念品が贈呈されました。
　当日は、北檜山ライオンズクラ
ブ会員から各小学校に初登校した
新一年生にお祝いの言葉とともに
文房具と交通安全グッズのセット
を手渡し、児童たちは嬉しそうに
受け取っていました。

　３月 25 日（月）、北檜山小学校で、北海道教育実
践表彰伝達式が行われ、檜山教育局長から北檜山小
学校　佐藤彩教諭へ表彰状が伝達されました。
　これは、佐藤教諭が檜山北部では初となる「授業
改善推進チーム」の担当教諭として、北檜山小学校
と今金小学校の２校を巡回し、授業改善や授業力の
向上に大きな成果を上げ、また「オール檜山「学び
あい」プロジェクト」の講師として管内の国語教育
の推進に尽力、さらに推進チームの実践資料を作成
するなど道内の授業改善に貢献したことが認められ
たものです。

　４月８日（月）北檜山区市街地の国道沿
いで旗の波街頭啓発が行われました。
　これは、４月６日から１５日までの期間
実施された春の全国交通安全運動に伴い、
ドライバーの皆さんに交通安全意識を高め
てもらうために行なわれたものです。
　当日は、せたな地区交通安全協会連合会
など関係団体の方々 40 名近くが参加し、ド
ライバーに向けて旗を掲げて交通安全を呼
びかけました。



20
Setana Public Relations

広報せたな　令和６年５月号

事故防止のポイント
釣り人の皆さんへ！

◆農業用水路への転落事故を未然に

防ごう！

　農作業の開始で、農業用水路には
大量の水が流れ込み、転落事故の危
険性も増えます。事故を未然防止す
るため、家庭、学校などでも危険な
場所へ近づかないよう注意を呼びか
けることも大切です。
　また、子どもたちが水路そばで遊
んでいるのを見かけたら、進んで声
をかけてあげましょう。

  問い合わせ先
　　狩場利別土地改良区　☎（0137）82 － 0244

◆農業用施設の水難事故に注意しま

しょう！

大雨などの際、ダム・頭首工の
ゲート操作で下流に放流する場合
があります。
　土地改良区の警報車で河川水位
が上昇することを警告しますので、
拡声器から「ただちに川から離れ
てください」という放送を聴いた
ら、すぐ河川区域内から離れましょ
う。

おねがい！用水路にごみを捨てないで！

農業用水路や施設には、　危険なので近寄らない！

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館

～
行
っ
て
み
よ
う
！
と
な
り
ま
ち
～

◉
長
万
部
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や
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園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
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あ
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公
園
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全
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あ
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、
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に
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。
■
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０
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４
０
０
円
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１
３
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・
２
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０
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①天気予報や体調を考慮し、決して無理をしない
②釣りに行く前は、行先や帰宅時間を家族に伝え、単独行動をしない
③ライフジャケットを着用する
④連絡手段を確保し、海の事故は１１８番通報する
⑤立入禁止区域内には入らない

～海のもしもは１１８番～  問い合わせ先
　　瀬棚海上保安署
　　☎（0137）87 － 2634
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裁判員制度１５周年

ウェブサイトはこちら
https://www.saibanin.courts.go.jp/

問い合わせ先
函館地方裁判所事務局総務課総務係

　☎（0138）38 － 2371

紫外線について

太陽からの日射は、波長により、赤外線、可視光線お
よび紫外線に分けられます。可視光線よりも波長の短い
ものが紫外線です。
紫外線の強さは、時刻や季節、さらに天候、オゾン量

によって大きく変わります。同じ気象条件の場合、太陽
が頭上に来るほど強い紫外線が届きます。一日のうちで
は正午ごろ、日本の季節では６月から８月に最も紫外線
が強くなります。
強い紫外線を長年浴び続けることにより皮膚がんなど

の病気のリスクが高まりますが、一方で紫外線には体内
でビタミンＤを生成する良い面もあります。 世界保健機
関（ＷＨＯ）では、ＵＶインデックスを活用した紫外線
対策を推奨しておりますので、気象庁においてもＵＶイ
ンデックスで色分けした紫外線情報をホームページで提
供していますので、これらも活用して、適切な対策を行
うよう心がけてください。

平成２１年５月２１日にスタートした裁判員制度
は、国民の皆さまのご参加・ご協力に支えられ、令和
６年５月２１日に１５周年を迎えます。
裁判員制度とは、国民の中から選ばれた６人の裁判

員が刑事裁判に参加し、３人の裁判官とともに、被告
人が有罪かどうか、有罪の場合、どのような刑にする
のかを決める制度です。裁判員裁判参加後のアンケー
トによると、96％の方が「（非常に）よい経験」と感
じられており、充実感をもって参加していただけたこ
とがうかがえます。引き続きご理解とご協力をお願い
します。

【気象庁 HP】紫外線情報→ 気象庁
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桜
と
水
仙
が
咲
き
誇
る
な
か
、「
第
52
回
玉
川
公
園

水
仙
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

道
内
出
身
歌
手
の
『
武
山
あ
き
よ
』
さ
ん
、『
川
上

雄
大
』
さ
ん
の
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
、
郷
土
芸
能
の
和
太
鼓

や
地
元
学
生
に
よ
る
器
楽
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
大
盛
況
だ
っ
た
「
玉
川
神
社
石
段
駆
け
上
が
り

大
会
」
も
行
わ
れ
る
ほ
か
、
自
衛
隊
や
警
察
の
車
両
展

示
ブ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
写
真
撮
影
が
で
き
ま
す
。

今
年
の
玉
川
公
園
水
仙
ま
つ
り
も
、
見
ど
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
５
月
12
日
（
日
）
午
前
11
時
か
ら
※
玉

川
神
社
石
段
駆
け
上
が
り
大
会
は
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
前
11
時
ま
で
●
場
所
／
玉
川
公
園
（
せ
た

な
町
北
檜
山
区
丹
羽
）
問
せ
た
な
観
光
協
会
☎

０
１
３
７
・
８
４
・
６
２
０
５

講習会受講者募集

◎ローラー運転特別教育
　■日　　時　【学科】令和６年６月４日（火）
　　　　　　　　　　 ８：45 ～ 16：20

　　　　　　　【実技】令和６年６月５日（水）
　　　　　　　　　　 ８：55 ～ 13：00
　■会　　場　【学科】檜山建設会館
　　　　　　　（江差町字円山 299-15）

　　　　　　　【実技】亀田工業所作業ヤード
　　　　　　　（江差町字桧岱 217-3）
　■受 講 料　28,930 円（税込）
　■申込期間　５月８日～５月 22 日
　　　　　　　（定員 20 名）

◎建設業等における熱中症予防指導員研修
　■日　　時　令和６年６月 10 日（月）
　　　　　　　13：00 ～ 17：00　　　　
　■学科会場　檜山建設会館
　　　　　　　（江差町字円山 299-15）
　■受 講 料　9,900 円（税込）
　■申込期間　５月 27 日～６月３日
　　　　　　　（定員 30 名）

問い合わせ先
建災防江差分会　☎（0139）52 － 1813

建災防江差分会では、有資格者の充足を図る
ため、次のとおり講習会を開催いたします。
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広報せたな　令和６年５月号

○看護師・准看護師 ○事務職各種

○介護福祉士・看護助手 ○臨床工学技士

○リハビリセラピスト各種
○その他

無資格で働ける職種多数あり♪

【問い合わせ】

職　員　募　集
【募集職種】

目を留めて見てくれたそこのあなた！迷わずご連絡ください♪
　　　　　　　　　　　　　あなたの力が必要です！

　道南ロイヤル病院
☎0137-84-5011　総務課　渡部　悠大 迄

～未経験大歓迎～　ご連絡お待ちしてます

正職員・パート問わずあなたにあったお仕事、働き方
をご案内します！安心してください働けますよ！

わたなべ

（有料広告）

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

せ
た
な
町
で
月
１
回
法
律
相
談

所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

金
銭
関
係
や
不
動
産
関
係
、
家

事
関
係
な
ど
法
律
上
の
問
題
で
お

困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。な

お
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

予
約
制
・
先
着
順
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
函
館
弁
護
士

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
）

●
日
時
（
５
月
～
６
月
分
）

・
５
月
10
日
（
金
）

・
６
月
14
日
（
金
）

●
実
施
時
間
／
13
時
～
16
時

●
相
談
件
数
／
６
件

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

問
函
館
弁
護
士
会

☎
０
１
３
８
・
４
１
・
０
２
３
２

ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
相
談
く
だ
さ
い

法
律
・
登
記
・
行
政
相

談
の
無
料
相
談
会
の
お

知
ら
せ

相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社
設

立
・
債
務
整
理
・
成
年
後
見
・
行

政
相
談
な
ど
、
心
配
ご
と
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

５
月
８
日
（
水
）
10
時
～
12
時

●
予
約
締
切

５
月
２
日
（
木
）

※
先
着
４
名
ま
で

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
担
当
相
談
員

司
法
書
士

森

奈
津
美

問
役
場
総
務
課
総
務
係

☎
０
１
３
７
・
８
４
・
５
１
１
１

ご
利
用
く
だ
さ
い

心
の
健
康
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

令
和
６
年
度
北
海
道
八
雲
保
健

所
精
神
保
健
専
門
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
心
の
健
康
相
談
を
ご
希
望

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
全
て
事
前
の
申
し
込

み
（
実
施
日
の
前
の
週
の
金
曜
日

ま
で
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
／
５
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所
／
今
金
地
域
保
健
支
所

問
八
雲
保
健
所
保
健
係

☎
０
１
３
７
・
６
３
・
２
１
６
８

ご
相
談
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ
し
ま
す

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期

限
は
５
月
31
日
（
金
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う

自
動
車
税
種
別
割
は
、
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
税
で
き
る
ほ
か
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
等
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
等
を
利
用
し
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
税
が
で
き
ま

す
。納

付
通
知
書
は
、
５
月
７

日
（
火
）
に
発
送
予
定
で
す
の

で
、
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税

部
（
０
１
１
・
７
４
６
・
１
１
９
０
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
檜
山
振

興
局
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
檜
山
振
興
局
税
務
課
納
税
係

☎
０
１
３
９
・
５
２
・
６
４
７
３

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http
s://w

w
w

.p
re

f.hok
k
a
id

o.
lg

.jp
/sm

/zim
/ind

e
x
.htm

l

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相

談
会
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
が
あ
な
た
の
町
に
う
か

が
い
無
料
の
相
談
を
い
た
し
ま
す
。

◉軽自動車税
納期限は

４月 30 日（火）です

忘れずに納めましょう

　納税通知書は４月 10 日

に発送しております

忘れないで納期限●
日
時

５
月
10
日(

金)

13
時
～
16
時

●
予
約
開
始
／
４
月
25
日(

木)

●
場
所
／
大
成
町
民
セ
ン
タ
ー

小
会
議
室

●
相
談
料
／
無
料

問
大
成
支
所
庶
務
係

☎
０
１
３
９
８
・
４
・
５
５
１
１
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（３月１日～３月 31 日届出）

○東間　　樹
いつき

くん　 （一穂）  松　岡

○曽我部衣
い お

桜ちゃん　 （  伸 ）  豊　岡

○丹羽阿八子さん　（87 歳）　二　俣

○坪井　孝吉さん　（88 歳）　愛　知

○近田トミヱさん　（88 歳）　豊　岡

○逢見　朋子さん　（72 歳）　北檜山

○竹村　國人さん　（78 歳）　北檜山

○中井　愛子さん　（86 歳）　北檜山

○井村　ミトさん　（98 歳）　北檜山

○井口ハナヱさん　（94 歳）　東丹羽

○成田　昭一さん　（97 歳）　本町２区

○玉井　計子さん　（92 歳）　本町６区

○鹿野　　弘さん　（71 歳）　本町 6 区

○荒谷　　亨さん　（85 歳）　　都

○佐野　　敏さん　（99 歳）　　都

○成田　ふきさん　（95 歳）　長　磯

おくやみ申し上げます

お誕生おめでとう

ご家族の同意を得た方のみ掲載しています。

国民年金に関するお問い合わせ先  
　◎函館年金事務所  　　　　　　　　　☎ 0138-31-9086

◉町民児童課 戸籍年金係　　　　　　 ☎ 0137-84-5113（直通）
◉瀬棚支所 住民係 　　　　　　　　　☎ 0137-87-3311
◉大成支所 住民係 　　　　　　　　　☎ 01398-4-5511

５月７日 (火)　  瀬棚支所

◎�移動町長室は９：00から 11：30までの開設となります。
◎�当日は区内を巡回して不在のこともありますので、御用の際は事
前に予定をお問い合わせください。

◎�公務の都合上、急に日程を変更する場合がありますのでご理解願
います。

人 口 と 世 帯

令和６年３月末現在（前月比）

人口 6,845 人 （－ 61）

北檜山区 4,174 人 （－ 37）

大成区 1,145 人 （－   7）

瀬棚区 1,526 人 （－ 17）

男 3,237 人 （－ 30）

女 3,608 人 （－ 31）

世帯 3,813 世帯 （－ 25）

戸籍年金係からのお知らせ

戸籍の窓口

◎ 国民年金保険料が割引になる前納制度
をご存知ですか？

�　国民年金保険料は、一定期間をまとめて納めることにより保��

�険料が割引となる「前納制度」があり、現金・クレジットカー

�ド納付や口座振替による割引があります。

◇令和６年度国民年金保険料

　　月額 16,980 円× 12 か月＝年額 203,760 円

（令和７年度保険料　月額 17,510 円× 12 か月＝年額 210,120 円）

◇国民年金保険料納付額比較

１カ月分 ６カ月分前納 １年度分前納 ２年度分前納

毎月納付 16,980 円 101,880 円 203,760 円 413,880 円

口座振替

16,920 円 100,720 円 199,490 円 397,290 円

60 円割引 1,160 円割引 4,270 円割引 16,590 円割引

（早割、当月末に
口座振替）

(４月末、10 月末
口座振替）

（４月末口座振替）（４月末口座振替）

現　 金・
クレジッ
トカード
納付

16,980 円 101,050 円 200,140 円 398,590 円

割引なし 830 円割引 3,620 円割引 15,290 円割引

　※口座振替やクレジットカード納付のお申込みは随時受付していますが、
　　口座振替・クレジットカード納付による令和６年４月から前納の新規
　　申し込みは、令和６年２月末日で受付を終了しました。
　※口座振替納付の方が就職したことにより、厚生年金保険に加入した場合は
　『口座振替辞退申出書』の提出が必要になります。用紙は役場にあります
　　ので必要な方はお申し出下さい。
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マスコットキャラクター

セターナちゃん

広 報 見 聞 録

Koho - kenbunroku

　　　　役場（担当課）への直通電話番号一覧
　　　　　　　　※通話中の場合は、代表電話（0137-84-5111）へおかけください。

税務課 町民児童課 建設水道課 保健福祉課 教育委員会
0137-84-5112 0137-84-5113 0137-84-5114 0137-84-5984 0137-84-6260

ご利用ください

　ご入学おめでとうございます！

　各小学校で入学式を挙行

広
報

せ
た

な
2
0
2
4
・

5
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o.2

2
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☎

　４月６日（土）、町内３つの小学校で入学式が挙行されました。
　今年の新一年生は、北檜山小学校 26 人、瀬棚小学校３人、久遠小学校４人の計
33 人です。
　新入生は、少し緊張した様子でしたが、お兄さんお姉さんに迎えられると笑顔
になり、先生に名前を呼ばれると元気に大きな声で返事をしていました。

北檜山小学校

瀬棚小学校

久遠小学校




